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コンピューター内部の作業 


コンピューター内部の作業を始める前に 

コンピューターの損傷を防ぎ、ユーザー個人の安全を守るため、な下の安全に関するガイドラインに従って 
ください。特記がない限り、本ドキュメントに記載される各手順は、な下の条件を満たしていることを前提 
とします。 

• コンピューターに同栖の「安全に関する情報」を読んでいること。 

• コンポーネントは交换可能であり、別売りの場合は取り外しの手順を逆順に実行すれば、取り付け可 
能であること。 

A 警告：コンピューター内部の作業を始める前に、コンピューターに付属の「安全に関する情報 J に目を通 
してください。安全に関するベストプラクティスについては、規制コンプライアンスに関するホームぺ 

ージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) を参照してください。 

八 注意:修理作業の多くは、認定されたサービス技術をのみが行うことができます。製品マニュアルで許可 
されている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくはテレホンサービスとサ ポー ト チームの 指示 
によってのみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められてい 
ない修掛こよる損傷は、保証のが象となりません。製品に付属のマニュアルに記載されているを全上の 
注意をよく読んで、その指示に従ってください。 

八 注意:静電気放電を避けるため、静電気防止用リストバンドを巧用したり、定期的にコンピューターの裏 
面にあるコネクターなどの塗装されていない金属面に触れ、静電気を除去します。 

/\注意：コンポーネントおよびカードは T 寧に取りなってください。コンポーネント、またはカードの接触 
面に触らないでください。カードは端、または金属のマウンティングブラケットを持ってください。プ 
口七ッサーなどのコンポーネントはピンではなく、端を持ってください。 

/\ 注意:ケーブルをかす場合は、ケーブルのコネクターかプルタブを持って引き、ケーブル自体を引っ張ら 
ないでください。コネクターに ロッキング タブが付いているケーブルもあります。この場合、ケーブル 
を外す前に ロッキング タブを押さえてください。コネクターを引き抜く場合、コネクターピンが曲がら 
ないように、巧一に力をかけてください。また、ケーブルを外す前に、両ホのコネクターが同じホ向を 
向き、きちんと並んでいることを確認してください。 

に i メモ： お{まいのコンピューターの色および一部のコンポーネントは、本文書で示されているものと異なる 
場合があります。 

コンピューターの損傷を防ぐため、コンピューター内部の作業を始める前に、次の手順を実行します。 

1. コンピューターのカバーに傷がつかないように、作業台が平らであり、巧れていないことを確認します。 

2. コンピューターの電源を切ります（「コンピューターの電源を切る J を参照）。 

注意:ネットワークケーブルを取り化すには、まずケーブルのプラグをコンピューターから外し、次にケ 
ーブルをネットワークデバイスから外します。 

3. コンピューターからすべてのネットワークケーブルを外します。 

4. コンピューター、および取り付けられているすべてのデバイスをコン七ントから外します。 

5. システムのコン七ントが外されている状態で、電源ボタンをしばらく押して、システムを板の静電気を 
除去します。 

6. カバーを取り外します。 
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/\ 注意：コンピューターの内部に触れる前に、コンピューターの裏面など塗装されていない金属面に触れ、 
静電気を除ちします。作業中は定期的に塗装されていない金属面に触れ、内部コンポーネントを損傷す 
る恐れのある静電気を放出してください。 

奨励す るツール 

この文書で説明する操作には、 K 下のようなツールが必要です。 

• 細めのマイナスドライバー 

• 州プラスドライバ 

• #1プラスドライバ 

• 小型のプラスチックスクライブ 

. フラッシュ BIOS アップデートプログラムの CD 

コンピューターの電源を切る 

/\ 注意:データの損失を防ぐため、聞いているすべてのファイルを保存して閉じ、実行中のすべてのプログ 
ラムを終了してから、コンピューターの電源を切ります。 

1. オペレーティングシステムをシャットダウンします。 

- Windows Vista の場合： 

スタート A をゥ リックします。な下に示すようにスタート メニューの 右下の矢巨口をクリック 
し、シャットダウンをクリックします。 



- Windows XP の場合： 

スタートー終了オプションー電源を切るの順にクリックします。オペレーティングシステム 
のシャットダウンプロセスが完了したら、コンピューターの電源が切れます。 

2. コンピューターと取り付けられているデバイスすべての電源が切れていることを確認します。ホペレー 
ティングシステムをシャットダウンしてもコンピューターとデバイスの電源が自動的に切れない場合、 
電源ボタンを約4砂間押したままにして電源を切りまず。 

コンピューター内部の作業を終えた後に 

交換（取り付け）作業が完了したら、コンピューターの電源を入れる前に、外付けデバイス、カード、ケー 
ブルなどを接続したか確認してください。 

1. コンピューターカバーを 取り付けます。 

/\注意:ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークデバイスに差し込み、次にコ 
ンピューターに差し込みます。 

2. 電話線、またはネットワークケーブルをコンピューターに接続します。 

3. コンピューター、および取り付けられているすべてのデバイスをコンセントに接続します。 

4. コンピューターの電源を入れます。 

5. Dell Diagnostics を実行して、コンピューターが正しく動作することを確認します。 
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コンピュータカバーの 取り外し 

1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に J の手順に従います。 

2. コンピュータカバーをコンピュータに固定している2本の蝶ネジを外します。 



図 1. 

3. コンピュータカバーをコンピュータの後方へスライドさせ、コンピュータから取り外します。 



図 2. 


4. コンピュータカバーを持ち上げてコンピュータから取り外します。 
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図 3. 


コンピュータカバーの 取り付け 

1. コンピュータカバーをコンピュータの上に置き、コンピュータの背面から内側にスライドさせます。 

2. コンピュータカバーををコンピュータに固定する蝶ネジを取り付けて締めます。 

3. 「コンピュータ内部の作業の後で」の手順に従います。 
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メモリの取り外し 

1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に」の手順に従います。 

2. コンピュータカバーを取り外します。 

3. メモリモジュールの両側にあるメモリ固定タブを押し下げ、メモリモジュールを持ら上げてコンピュー 
夕から取り外します。 



図 4. 


メモリの取り付け 

1 . メモリカードの切り込みをシステム基板のコネクタのタブに合わせます。 

2. メモリモジュールをメモリソケットに挿入します。 

3. メモリが固定クリップで所定の位置に固定されるまで、メモリモジュールを押し下げます。 

4. コンピュータカバーを取り付けます。 

民「コンピュータ内部の作業の後で」の手順に従います。 
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拡張カードの取り外し 

1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に」の手順に従います。 

2. コン ピュ ータカバーを 取り外します。 

3. 青色の固定タブを外側のホ向に押し下げ、固定パネルを押し下げます。 



4. ラッチを押し下げ、あ張カードをコンピュータから引き出します。 



図 6. 


巧 
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拡張カードの取り付け 

1. 拡張カードをカードスロットに挿入し、ラッチを固定します。 

2. 拡張カードリテイナモジュールをシャーシに取り付けます。 

3. コンピュータカバーを 取り付けます。 

4. 「コンピュータ内部の作業の後で」の手順に従います。 
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オプティカルディスクドライブの取り外し 

1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に J の手順に従います。 

2. コンピュータカバーを 取り外します。 

3. 電源ケーブルとデータケーブルをオプティカルドライブの背面から外します。 



4. オプティカルドライブをドライブケージに固をしているネジを外します。 



5. コンピュータの前面からオプティカルドライブを引き出します。 




図 9. 


オプティカルディスクドライブの取り付け 

1. オプティカルドライブをコンピュータの前面に挿入します。 

2. オプティカルドライブをドライブケージに固定するネジを取り付けます。 

3. 電源ケーブルとデータケーブルをオプティカルドライブに接続します。 

4. コン ピュ ータカバーを 取り付けます。 

5. 「コンピュータ内部の作業の後で」の手順に従います。 
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ハードディスクドライブの取り外し 

1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に J の手順に従います。 

2. コンピュータカバーを 取り外します。 

3. 電源ケーブルとデータケーブルをハードドライブの背面から外します。 



図 10. 


4. ハードドライブケージをシャーシに固定しているネジを外します。 



図 11. 
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5. ハードドライブを持ち上げて引き出します。 



図 12. 


6. ハードドライブをドライブケージに固定しているネジを外します。 


〇 






す。 


ドドライブケージを図に示す方向に開き、ハードドライブケージからハードドライブを取り出しま 


曰 


図 14. 


ハードディスクドライブの取り付け 

1. ハードドライブをドライブケージに固定するネジを締めます。 

2. ハードドライブを スロッ トに挿入し、ハードドライブケージをシャーシに固定するネジを締めます。 
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電源ケーブルとデータケーブルを ハード ドライブに接続します。 
コンピュータ カバーを取り付けます。 

「コンピュータ内部の作業の後で」の手順に従います。 
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メモリ カー ドリーダーの取り外し 

1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に」の手順に従います。 

2. コン ピュ ータカバーを 取り外します。 

3. メモリカードケーブルをシステム基板から外します。 



図 15. 


4. メモリカードリーダーケーブルを固定クリップから外します。 



図 16. 


5. メモリカードリーダーをドライブケージに固定しているネジを外します。 



図 17. 


6. マルチメディアカードリーダーをコンピュータの前面から引き出します。 



図 18. 


メモリ カー ドリ ーダーの 取り付け 

1. メモリカードリーダーをコンピュータの前面に挿入します。 

2. マルチメディアカードリーダーをドライブケージに固をするネジを取り付けて締めます。 

3. メモリカードリーダーケーブルを固定クリップに通します。 

4. メモリカードリーダーケーブルをシステム基板上のコネクタに接続します。 

5. コンピュータカバーを取り付けます。 

6. 「コンピュータ内部の作業の後で」の手順に従います。 
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背面システムファンの取り外し 


1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に」の手順に従います。 

2. コンピュータカバーを 取り外します。 

3. フアンケーブルをシステム基板から外します。 



図 19. 


4. フアンをシャーシに固定しているネジを外し、フアンを持ち上げてコンピュータから取り出します。 



図 20. 
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背面システムフアンの取り付け 

1. ファンをシャーシ 内に入れ、 コンピュータの 中央あたりに置きます。 

2. シャーシファンを支えながら、ファンをシャーシに固をするネジを取り付けます。 

3. ファンケーブルをシステム基板に接続します。 

4. コンピュータカバーを 取り付けます。 

5. 「コンピュータ内部の作業の後で」の手順に従います。 
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コイ ン型バ ッ テリーの取り外し 

1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に」の手順に従います。 

2. コンピュータカバーを 取り外します。 

3. 拡張カードを取り外します。 

4. リリースラッチをバッテリーから離れるホ向に押すと、バッテリーがシステム基板上のソケットから外 
れます。 



図 21. 


コイン型バッテリーの取り付け 

1. コイン 型バッテ y —を スロッ トに挿入します。 

2. 拡張カードを取りかけます。 

3. コンピュータカバーを 取り付けます。 

4. 「コンピュータ内部の作業の後で」の手順に従います。 
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ヒートシンクの取り外し 

1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に」の手順に従います。 

2. コンピュータカバーを取り外します。 

3. ヒートシンクフアンケーブルをシステム基板から外します。 



図 22. 


4. ヒートシンクア七ンブリをシステム基板に固定しているネジを外し、ヒートシンクをコンピュータから 
取り外します。 



図 23. 
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ヒートシンクの取り付け 

1. ヒートシンクフアンケーブルをシステム基板に接続します。 

2. ヒートシンクアセンブリをシステム基板に固をするネジを取り付けます。 

3. コンピュータカバーを取り付けます。 

4. 「コンピュータ内部の作業の後で」の手順に従います。 
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プロセッサの取り外し 


2 . 

3. 

4. 

5. 


「コンピュータ内部の作業を始める前に」の手順に従います。 

コンピュータカバーを 取り外します。 

ヒートシンクアセンブリを取り外します。 

プロセッサリリースレバーを押し下げてから外側に押し出し、レバーを固定している固定フックから外 
します。 

プロ七ッサカバーを持ち上げ、プロセッサを持ち上げてコンピュータから取り外します。 



図 24. 


プロ七ッサの取り付け 

1. プロセッサをソケットに取り付けます。 

2. プロセッサカバーを押し下げ、ソケット内に固をします。 

3. リリースレバーを押し下げてから内側に押し込み、固をフックで固をします。 

4. ヒートシンクア七ンブリを取り付けます。 

5. コンピュータカバーを 取り付けます。 

6. 「コンピュータ内部の作業の後で」の手順に従います。 


27 





28 



12 


電源ユニットの取り外し 

1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に」の手順に従います。 

2. コンピュータカバーを取り外します。 

3. リ y —スラッチを押し、ケーブルホルダを持ら上げて、システム基板上のラッチから外します。 



図 25. 

4. ハードドライブの背面から電源ケーブルを外します。 



図2目. 

5. オプティカルドライブの背面から電源ケーブルを外します。 
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図 27. 

目.電源ケーブルをシステム基板から外します。 



図 28. 

7. 電源ユニットをコンピュータシャーシに固定しているネジを外します。 
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図 29. 


8. 電源 ユニッ トの横にある青色のリリースタブを押し、電源 ユニッ トをコンピュータの前ホへ引き出しま 
す。 



図 30. 


9. 電源ユニットを持ち上げて、コンピュータから取り出します。 
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図 31. 


電源 ユニット の取り付け 

1. 電源ユニットをコンピュータに取り付けます。 

2. 電源ユニットをコンピュータの後ホへスライドさせ、所定の位置に固定されるまで押し込みます。 

3. 電源ユニットをコンピュータに固定するネジを取り付けます。 

4. すべての電源ケーブルをシステム基板とドライブに接続します。 

5. コンピュータカバーを取り付けます。 

6. 「コンピュータ内部の作業の後で」の手順に従います。 
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システム基板の取り外し 


1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に」の手順に従います。 

2. コンピュータカバーを取り外します。 

3. メモリモジュールを取り外します。 

4. 拡張カードを取り外します。 

5. ヒートシンクを取り外します。 

6. プロセッサを取り外します。 

7. ハードドライブを取り外します。 

8. オプティカルドライブを取り外します。 

9. メモリカードリーダーを取り外します。 

10. システム基板に接続されているすべてのケーブルを外しまず。 
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図 32. 


11. システム基板をコンピュータシャーシに固定しているネジを外します。 
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図 33. 


12. システム基板をコンピュータの前方へ引き出します。 



図 34. 

口.システム基板を持ち上げてコンピュータから取り出します。 
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図 35. 


システム基板の取り付け 

1. システム基板をコンピュータ内に置きます。 

2. システム基板をコンピュータの後ちヘスライドさせます。 

3. システム基板をコンピュータシャーシに固定するネジを取り付けます。 

4. すべてのケーブルを配線してシステム基板に接続します。 

5. プロセッサを取り付けます。 

6. ヒートシンクを取り付けます。 

7. メモリモジュールを取り付けます。 

8. オプティカルドライブを取り付けます。 

9. ハードドライブを取り付けます。 

10. あ張カードを取り付けます。 

11. コンピュータカバーを取り付けます。 

12. 「コンピュータ内部の作業の後で」の手順に従います。 
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前面べゼルの取り外し 

1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に」の手順に従います。 

2. コンピュータカバーを 取り外します。 

3. 固定クリップをわずかに持ち上げて、べゼルのそちら（クリップを持ち上げた）側をシャーシから外し 
ます。 



図 36. 


4. 前面べゼルをコンピュータから取り外します。 



図 37. 
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前面べゼルの取り付け 

1. べゼルを閉じるホ向に動かし、シャーシにフックをかけます。 

2. 固定クリップを押し下げてべゼルの端をシャーシに固定します。 

3. コンピュータカバーを 取り付けます。 

4. 「コンピュータ内部の作業の後で」の手順に従います。 
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WLAN カードの取り外し 


「コンピュータ内部の作業を始める前に」の手順に従います。 

コンピュータカバーを 取り外します。 

前面べゼルを取り外します。 

アンテナケーブルを WLAN カードから外します。 

WLAN カードを固定しているネジを外し、カードをカードス ロッ トから取り外します。 


〇 


図 38. 




6. WLAN カードケーブルを配線クリップから外し、持ち上げます。 



ミた ==(ださ再が 
… _ ‘ ■ぶこごミ S 


./ だ盛/み品 


図 39. 


7. WLAN カードケーブルをコンピュータの前面から引き出して外します。 
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図 40. 


WLAN カードの取り付け 

1. WLAN 力'ードケ'—ブルを固定タリップに配線します。 

2. WLAN カードを スロッ トに挿入します。 

3. ネジを締めて WLAN カードを固定します。 

4. WLAN カード上のカラーコードに従ってアンテナケーブルを接続します。 

5. 前面べゼルを取り付けます。 

6. コンピュータカバーを取り付けます。 

7. 「コンピュータ内部の作業の後で」の手順に従います。 
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夢？姑線蘇てドドラィブブクティビ 


1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に」の手順に従います。 

2. コンピュータカバーを 取り外します。 

3. 前面べゼルを取り外します。 

4. 電源スイツチケーブルをシステムを板から外します。 



図 41. 


5. 電源スイッチケーブルを配線クリップから外します。 



図 42. 


6. ハードドライブアクテイビティ LED ケーブルを前面べゼルの近くの配線クリップから外します。 
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図 43. 


7. ハードドライブアクティビティ LED の両側を押して外し、次にハードドライブアクティビティ LED を押 
しをんで前面べゼルから取り外します。 



図 44. 

8. 電源スイッチの両側を押して外し、次に電源スイッチを押し込んで前面べゼルから取り外します。 


電源スイツチとハードドライブアクティビティ LED の取り付 
け 

1. 電源スイツチケーブルとハードドライブアクティビティ LED ケーブルを配線クリツプに通します。 

2. 電源ボタンケーブルをシステム基板に接続します。 

3. 電源ボタンとハードドライブアクティビティ LED をコンピュータの前面に挿入します。 

4. 前面べゼルを取り付けます。 

5. コン ピュ ータカバーを 取り付けます。 
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ンピュータ内部の作業の後で」の手順に従います。 
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前面オーディオモジュールの取り外し 

1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に」の手順に従います。 

2. コンピュータカバーを 取り外します。 

3. 前面べゼルを取り外します。 

4. 前面オーディホモジュールケーブルをシステム基板から外します。 


図 46. 

5. 前面ホーデイホモジュールケーブルをシャーシの配線クリップから外します。 


図 47. 

6. 前面オーディオモジュールを前面べゼルに固定しているネジを外し、前面オーディホモジュールをコン 
ピュータから取り外します。 
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図 48. 


前面オーディオモジュールの取り付け 

1. 前面オーディオモジュールを前面べゼルに設置し、ネジを取り付けて固定します。 

2. 前面ホーディオモジュールケーブルをシャーシの配線クリップに通します。 

3. 前面オーディオモジュールケーブルをシステム基板上のコネクタに接続します。 

4. 前面べゼルを取り付けます。 

5. カバーを取り付けます。 

6. 「コンピュータ内部の作業の後で」の手順に従いまず。 
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前面 USB モジュールの取り外し 

1. 「コンピュータ内部の作業を始める前に」の手順に従います。 

2. コンピュータカバーを 取り外します。 

3. 前面べゼルを取り外します。 

4. 前面 USB モジュールのデータケーブルと電源ケーブルをシステム基板から外します。 



図 49. 


5. 前面 USB モジュールを前面べゼルに固をしているネジを外し、前面 USB モジュールをコンピュータから 
取り外します。 



図如. 


前面 USB モジュールの取り付け 

1. 前面 USB モジュールを前面べゼルに設置し、前面 USB モジュールを前面べゼルに固定するネジを取り付 
けます。 

2. 前面 USB モジュールケーブルをシステム基板に接続します。 

3. 前面べゼルを取り付けます。 

4. コンピュータカバーを取り付けます。 
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民「コンピュータ内部の作業の後で」の手順に従います。 
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セットアップユーティリティの概要 

七ットアップユーティリテイでは次のことができます。 

• コンピュータの ハードウェアを追加、を更、または取り外した後でシステム構成情報を変更する。 

• ューザーパスワードなど、ユーザーが選ができるオプションを設定またはを更する。 

• 現在のメモリの容量を調べたり、取り付けてあるハードドライブのタイプを設定する。 

七ットアップユーティリティを{ま用する前に、七ットアップユーティリティの画面情報を後で参照できるよ 
うにメモしておくことをお勧めします。 

/\ 注患コンピュータに詳しいホな外は、このプログラムの設定を変更しないでください。変更内容によっ 
ては、コンピュータが正しく動作しなくなることがあります。 

七ットアップユーテイリテイの起動 

1. コンピューターの電源を入れます（または再起動します）。 

2. 青色の DELL のロゴが表示されたら、 F 2 プロンプトが表示されるまで待機してください。 

3. F 2 プロンプトが表示されたら、すぐに < F 2> を押します。 

& メモ: F 2 プロンプトはキーボードが初期化されたことを示します。このプロンプトはすぐに消えるた 
め、表示されるのを注意して待ち、表示されたら < F 2> を押してください。プロンプトが表示される前 
に < F 2> を押した場合、そのキーストロークは無視されます。 

4. キーを押すタイミングが遅れて 0 S のロゴが表示されてしまったら 、 Microsoft Windows のデスクトップ 
が表示されるまでそのまま待機し、コンピュータをシャットダウンして操作をやりなおしてください。 

セットアップユーテイリテイの画面 


表1.セツトアップユーテイリテイの画面 


Menu (メニュー） 一 System Setup (セットアップユーティリティ）ウィンドウの最上部に表示されます。 
このフイールドには、セットアップユーテイリテイのホプションにアクセスするためのメニューがありま 
す。< 左矢印> キ'一と < 右矢印>キ'一を押して移動します 。 Menu (メニュ'一 ) オプションをハイライト表示 
にすると、お使いのコンピュータに取り付けられているハードウエアを定義するオプションが Options List 
(ホプシヨンリスト）に一覧表示されます。 


Options List (オプシヨンリスト） 一 
System Setup (セットアップユーテ 

ィリティ）ウィンドウの左側に表 
示されます。このフィールドに 
は、取り付けられているハードウ 
エア、省電力、セキュリティ機能 
を含め、お使いのコンピュータを 
設定する機能が一覧表示されま 
す。上下の矢印キーを使用して、 
リストを上下にスクロールしま 
す。オプションをハイライト表示 


Options Field (ホプション フイ ール 
ド）一 Options List (オプションリ 
スト）の右側に表示され 、 Options 
List (オプションリスト）にあるを 
オプションに関する情報が記され 
ています。 このフイ ールドでは、 
お使いのコンピュータに関する情 
報を表示したり、現在の設定を変 
要することができます。現在の設 
定を変更するには < Enter > キーを 


Help (ヘルプ）一 System Setup (セ 

ッ ト アップユーテイ リ テイ）ウイ 
ン ドウの 右側に表示されます。こ 
こには 、 Options List (オプシヨンリ 

スト）で選択したオプションに関 
するヘルプ情報が記されていま 
す。 
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にすると 、 Options Field (オプシヨ 

ンフィールド） にそのホプシ ヨン 
の現在の設定と利用可能な設定が 
表示されます。 


押し 、 Options List (オプションリス 

卜）に戻るにはく ESC > を押します。 

。メモ： Options Field (オプション 
フィールド）に表示されている 
設定には、変更できないものも 
あります。 


Key Functions (キー操作）一 OptionsField (オプションフィールド）の下に表示されます。アクティブなセ 
ットアップユーティリティフィールド内にキーとその機能が一覧表示されます。 

セットアップユーティリティの画面内を移動するには次のキーを使用します。 


表 2 .七ッ ト アップユーテイ リ テイ画面のナビゲーション 
キース ト ローク 
< F 2> 

< Esc > 

く上矢印>または<下矢印> 

<お矢印 > または < 右矢印> 

-または+ 

< Enter > 

< F 9> 

< F 10> 


_動作_ 

七ットアップユーティリティ内で選択したアイテム 
に関する情報を表示します。 

現在の表示を終了するか、またはセットアップユー 
ティリティの Exit (終了）ページに移動します。 

表示するアイテムを選択します。 

表示するメニューを選択します。 

既存のアイテムの値を変更します。 

サブメニューを選択するか、またはコマンドを実行 
します。 

七ットアップデフォルトを読み込みます。 

現在の設定を保存して、セットアップユーティリテ 
ィを終了します。 


セツトアップユーテイリテイのオプション 


Main ( メイン） 

Main (メイン）タブには、コンピュータの主要なハードウェア機能が一覧表示されます。をオプションの機 
能は下記の表のとおりです。 

表 3. System Information (システム 情報） 

オプション 説明 


System Information (システム情報） 

BIOS Revision (BIOS リビジョン） 
BIOS Build Date (BIOS ビルドの日付) 
System Name (システム名） 


System Time (システム 時刻) 


BIOS のリビジョンが表示されます。 


BIOS のビルドの日付が表示されます。 


コンピュ'—夕のモデル番号が表不されま 
す。 

コンピュータの内蔵時計の時刻をリセッ 
卜します。 
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オプション 


説明 


System Date (システム日付) 


Service Tag (サービスタグ） 

Service Tag Input (サービスタグ入力） 
Asset Tag 

Processor Information (プロセッサ 情報） 

オプション 

Processor Type (プロセッサのタイプ) 
Processor ID (プロ七ツサ ID) 


コンピュータの 内蔵 カレンダーの 日付を 
リセットします。。 

お使いのコンピュータのサービスタダが 
表示されます。 

サービス タグを入力できる状態にします。 

お使いのコンピュータの Asset Tag が 表示 
されます。 


説巧 

プロセッサのタイプが表示されます。 
プロセッサ ID が表示されます。 


Processor Core Count (プロセツサのコア プロセッサの コア 数が表示されます。 
数） 


L1Cache size (LI キャッシュサイズ） 
L2 Cache Size (L2 キャッシュサイズ) 
L3 Cache Size (L3 キャッシュサイズ) 


Memory Information (メモリ情報） 

オプション 

Memory Installed (搭載メモリ） 


Memory Available (使用可能なメモリ） 


Memory Speed (メモリ速度) 


プロセッサの L1 キヤッシュサイズが表示 
されます。 

プロセッサの L2 キヤッシュサイズが表示 
されます。 

プロセッサの L3 キヤッシュサイズが表示 
されます。 


説明 

コンピュ'—夕の総メモリ容量が表示され 
ます。 

コンピュータの使用可能なメモリ容量が 
表示されます。 

メモリの速度が表示されます。 


Memory Technology (メモリテクノロジ）タイプとテクノロジが表示されます。 

SATA Information (SATA 情報） 


ホプシヨン 

SATA1 

SATA 2 

SATA 3 

eSATA/mSATA 


説明 

ハードドライブのモデル番号と容量が表 
示されます。 

ハードドライブのモデル番号と容量が表 
示されます。 

ハードドライブのモデル番号と容量が表 
示されます。 


eSATA または mSATA ハードドライブのモ 
デル番号と容量が表示されます。 


51 




Advanced (詳細設定） 

コンピュータのパフォーマンス に影響を及ぼすさまざまな機能が設をできます。をオプ シヨンの 機能と その 
デフオルト値は下記の表のとおりです。 


表 4. CPU Configuration (CPU の設定) 


オプション 


Intel Hyper-Threading Technology 
(Intel Hyper-Threading テク ノロ 

ジ） 

Intel SpeedStep 


Intel Virtualization Technology (Intel 

仮想化テクノロジ） 

CPU XD Support (CPU XD のサポー 

卜） 

Limit CPUID Value (CPUID 値の制 

限） 

Multi Core Support (マルチコアサポ 
ート） 

Intel Turbo Boost Technology (Intel 夕 

ーボブース トテクノロジ） 

AMD Cool ' N ' Quiet 


Secure Virtual Machine Mode (仮想 

マシンの保護モード） 


説明 

プロ七ツサの Hyper - Threading の有デフォルト ： Enabled (有効) 
効/無効を切り替えます。 


Intel SpeedStep 機能の有効/無効を 
切り替えます。 

Intel Virtualization 機能の有効/無効 

を切り替えます。 

CPUXD 機能の有効/無効を切り替 
えます。 

CPUID 値の制限機能の有効/無効 
を切り替えます。 

アクティブコアの数がま示されま 
す。 

Intel ブース ト テクノロジ機能の有 
効/無効を切り替えます。 

AMD Cool ' N ' Quiet テク ノロ ジ機能 

の有効/無効を切り替えます。 

仮想 マシンの 保護モード （ SVM ) 

の有効/無効を切り替えます。 


デフオルト 

: Enabled 

用劾) 

デフオルト 

: Enabled 

用劾) 

デフオルト 

: Enabled 

用劾) 

デフオルト 

: Enabled 

(有効) 

デフオルト 

: Enabled 

(有効) 

デフオルト 

: Enabled 

(有効) 

デフオルト 

: Enabled 

(有劾) 

デフオルト 

: Enabled 

祐劾) 


ま己 CPU Configuration (CPU の設定) 
USB Conjuration (USB の設定） 


オプション 


説明 



Front USB Ports (前面 USB ポート） 

前面 USB ポートの有効/無効を切 
り替えます。 

デフオルト ： Enabled 

(有効） 

Rear USB Ports 

谐面 USB ポート） 

背面 USB ポートの有効/無効を切 
り替えます。 

デフオルト ： Enabled 

(有効） 

Side USB Ports 

(側面 USB ポート） 

側面 USB ポートの有効/無効を切 
り替えます。 

デフオルト ： Enabled 

(有効） 
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表 6 . Onboard Device Configuration (オンボードデバイスの設定) 
Onboard Device Configuration (オンボードデバイスの設定） 


オプション 

Onboard Audio Controller (オンボー 

ドオーデイオ コン トローラ） 

SATA Mode (SATA モード） 

Intel Multi-Display (Intel マルチデイ 

スプレイ） 

Onboard LAN Controller (オンボー 

ド LAN コントローラ） 

Onboard LAN Boot ROM (オンボー 
ド LAN 起動 ROM) 

Onboard 1394 Controller (オンボー 
ド 1394 コントローラ） 

表 7. Power Management (電力の管理) 
Power Management (電力の管理） 
オプション 

Wake Up by Integrated LAN/WLAN 
(内蔵 LAN/WLAN による復帰） 

AC Recovery (AC リカバリ） 

USB PowerShare in S4/S5 State 
(S4/S5 ステータスの USB 
PowerShare) 

USB PowerShare in Sleep State (スリ 
ープ状態の USB PowerShare) 

Auto Power On (自動電源オン） 


Auto Power On Mode (自動電源オン 

モード） 

Auto Power On Date (自動電源オン 

の日付） 

Auto Power On Time (自動電源オン 

の時刻） 


説明 

ホンボードホーデイオコントロー 
ラの有効/無劾を切り替えます。 

SATA 操作モードを選択できるよ 
うにします。 

Intel Multi-Display 機能の有劾/無劾 

を切り替えます。 

オンボード LAN コントローラの有 
劾/無劾を切り替えます。 


オンボード LAN 起動 ROM の有劾/ 
無効を切り替えます。 

USB コントローラの有劾/無劾を 
切り替えまず。 


説明 

内蔵 LAN/WLAN による復帰の機能 
の有劾/無劾を切り替えます。 

コンピュータが AC 電源喪失から 
回復できるようにします。 

コンピュータの電源を リ モー トか 
ら入れることができるようにしま 
す。 


スリープ状態の USB ポートの有 
劾/無劾を切り替えます。 

コンピュータの電源を自動的にホ 
ンにする機能の有劾/無劾を切り 
替えます。 

選択した日にコンピュータの電源 
がオンになる磯能の有劾/無劾を 
切り替えまず。 

選択した日付にコンピュータの電 
源がホンになる機能の有劾/無劾 
を切り替えます。 

選択した時刻に コンピュータ の電 
源がオンになる機能の有劾/無劾 
を切り替えます。 


デフ オルト ： Enabled (有 劾） 
デフ オルト ： AHCI 
デフ オルト ： Disabled (無劾) 
デフ オルト ： Enabled (有 劾） 
デフ オルト ： Disabled (無劾) 
デフ オルト ： Enabled (有 劾） 


デフォルト： Disabled (無劾） 

デフオルト： Power Off (電源ホフ） 
デフォルト： Enabled (有劾） 

デフォルト： Normal (標準） 

デフォルト： Disabled (無効） 

Every Day (毎日）； Selected Day (選 

おした日） 

15 

Hour (時） ：日 -23 ; Minutes (分）： 0- 
59; Second (秒）； 日-的 
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Security (七キュリテイ） 


Security (セキュリティ）タブにはセキュリティの状態が表示され、コンピュータのセキュリティ機能を管理 


することができます。 

表 8. Security (セキュリティ） 

Supervisor Password Status (スーパーバイザパスワー 
ドのステータス） 

User Password Status (ユーザー パスワ ー ドのステータ 

ス） 

Set Supervisor Password (スーパーバイザパスワード 
の設定） 

User Access Level (ユーザー アクセスレベル） 

Set User Password (ユーザーパスワードの設定） 
Password Check (パスワードの確認） 


Administrator パ スワー ドが設定されているかどうか 
が表示されます。 

ユーザーパスワー ドが設定されているかどうかが表 
示されます。 

Administrator パスワードを設定することができます。 

ユーザーの アクセスレベルを指定します。 

ユーザーパスワー ドを設定することができます。 

七ットアップの呼び出し中にパスワードを確認する 
ことができます。 


Boot 胞動） 

起動順序の変更ができます。 


Exit (終了） 

セットアップユーティリティを終了する前に、デフォルト設をを保存、破棄、または読み込むことができま 
す。 
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診断 エラーメッセージ 

コンピューターに 問題や エラーが 発生すると、 システム メ ッ七ージが 表示される場合があり、 ユーザーは 問 
題解かに必要な原因と対処手段が確認できます。受け取ったメ ッ七ージ がな下の例にない場合は、メ ッ七一 
ジが 表示されたときに実行していた 0 S またはプログラムの マニュアルを 参照してください。 

彰断エラーメッセージ 説日月 


Alert ! Previous attempts at booting this system have Tailed 
at checkpoint [ nnnn ]. For help in resolving this problem , 
please note this checkpoint and contact Dell Technical 
Support (警告！このシステムでは前回の起動時にチェ 
ックポイント [ nnnn ] で障害が発生しました。この問 
題を解みするには、このチェックポイントをメモし 
てデルテクニカルサポートにお問い合わせくださ 
レ、） 

System fan failure ( システムファン障害） 

CPU fan failure (CPU ファ ン障害） 

Hard-disk drive failure (ハードディスクドライブ障害） 


Hard-disk drive read failure (ハードディスク ドライブ 
読み这み障害） 

Keyboard failure (キーボード障害） 


RTC はリ七ットされます。 BIOS の七ットアップデフ 
オルトは口ード済みです。続けるにはド1キ'—を、七 
ットアップユーテイリテイを実行するには F 2 キーを 
押します。 

No boot device available (起動デバイスがありません） 


同じ エラーによって、コンピューターは 3回連続して 
起動ルーチンを終了できませんでした。 


ファンに障害が発生した可能‘！■生があります。 

CPU ファンに障害が発生しました。 

POST 中にハードディスクドライブに障害が発生し 
た可能‘をがあります。 

HDD 起動テスト中にハードディスクドライブに障害 
が発生した可能性があります。 

キーボードに障害が発生したか、またはケーブルが 
しっかりと接続されていません。ケーブルをつなぎ 
直しても問題が解みしない場合はキーボードを交換 
してください。 

RTC ジャンパーが間違って設置されている可能性が 
あります。 


ハードディスクドライブ上に起動可能なパーティシ 
ヨンが存在しない、ハードディスクドライブケーブ 
ルがしっかりと接続されていない、または起動可能 
なデバイスが存在しません。 

• ハードドライブが起動デバイスの場合、ケー 
ブルが接続されていること、およびドライブ 
が適切に取り付けられ、起動デバイスとして 
パーティシヨンみ割されていることを確認し 
ます。 

• 七ットアップユーティリティを起動して、起 
動順序の情報が正しいことを確認します。 
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診断 エラーメッセージ 


説明 


No timer tick interrupt (タイマーチック割り込み信号が 

ありません） 

USB over current error (USB 過電流エラー） 


CAUTION - Hard Drive SELF MONITORING SYSTEM has 
reported that a parameter has exceeded its normal 
operating range . Dell recommends that you back up your 
data regularly . A parameter out of range may or may not 
indicate a potential hard drive problem (注意-ハードア 
ィスクドライブの自己監視システムには、パラメー 
ターが通常の動作範囲を超えていることがレポート 
されています。デルではデータを定期的にバックア 
ップすることをお勧めしています。パラメーターが 
範囲を超えていても、ハードディスクドライブに潜 
在的な問題がある場合とそうでなし、場合がありま 
す。） 

診断 ビープコード 

ディスプレイにエラーメッセージや問題点を表示できなレ、場合、コンピュータは起動時に連続したビープ音 
を発することがあります。ビープコードと呼ばれるこの連続したビープ音により、さまざまな問題を特定す 
ることができます。個々のビープ音の間隔は300 ms 、 連続するビープまの七ットの間隔は3ゆ、ビープ間そ 
のものの長さは3邮 ms です。をビープ音とビープ音の各七ットの後、 BIOS は電源ボタンが押されたかどうか 
を検知します。電源ボタンが押されたことを検知すると、 BIOS はループを脱して通常のシャットダウンプロ 
セスと システムの 電源巧入を実行します。 

コード原因とトラブルシューティングの手順 

1 BIOS ROM チェックサムが実行中、または エラー 発生。 

システム 基板の障害です。 BIOS の破損または ROM エラーをカバー します。 

2 RAM が検知されない。 

メモリが検知されませんでした。 

3 チップ七ットエラー （ North と South Bridge チップセット、 DMA / IMR / タイマーエラー）、時刻クロ 
ックテストの失敗、ゲート A 20 障害、 S 叩 erl /0 チップ障害、キーボードコントローラテストの失 
敗。 

システム基板の障害です。 

4 RAM 書き込み/読み取り障害。 

メモリの障害です。 

5 リアルタイムクロックの電源障害。 

CMOS バッテリーの障害です。 

6 ビデオ BIOS テストの失敗。 

ビデオカードの障害です。 


システム基板上のチップが誤動作しているか、また 
はマザーボードで障害が発生している可能性があり 
ます。 

USB デバイスとの接続を切ってください。 USB デバ 
イスを正常に動作させるには電力が不足していま 
す。外部電源を使用して USB デバイスを接続する 
か、 USB ケーブルが2本ある場合は、2本とも接続し 
てください。 

S . M . A . R . T エラー、ハードディスクドライブに障害の 
可能性があります。 
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コード原因とトラブルシューティングの手順 

7 プロセッサの障害。 

プロセッサの障害です。 

システムメツセ'ージ 

お使いのコンピュータに問題やエラーが発生すると、システムメッセージが表示される場合があります。こ 
のメッ七ージは、問題の解かに必要な原因と巧応処置を明らかにするのに役立ちます。 

メモ:表示されたメ ッ セージがな下の例にない場合は、メ ッ セージが表示されたときに実行していた 0 S 
またはプログラムのマニュアルを参照してください。 

表 9 . システムメッセージ 

システムメッセージ 説巧 

Alert ! Previous attempts at booting this system have failed at 同じェラーによって、コンピュータは 3 回連続し 

checkpoint [ nnnn ]. For help in resolving this problem , please て起動ルーチンを終了できませんでした。 

note this checkpoint and contact Dell Technical Support (警 

告；このシステムの前回の起動時にチェックポイント 
[ nnnn ] で障害が発生しました。この問題を解かするに 
は、このチェックポイントをメモしてデルテクニカルサ 
ポートにお問い合わせください） 

CMOS checksum error ( CMOS チェックサムエラー） マザーボードに障害が発生しているか、または 

RTC バッテリーの残量が低下している可能性が 
あります。 

CPU fan failure ( CPU ファン障害） CPU ファンに障害が発生しました。 

System fan failure ( システムフアン障害） システムファンに障害が発生しました。 

Hard-diskdrive failure レ、ードディスクドライブ障害） POST 中にハードディスクドライブに障害が発生 

した可能性があります。 

Hard-disk drive read failure (ハードディスクドライブ読み HDD 起動テスト中にハードディスクドライブに 
取りェラー） 障害が発生した可能性があります。 

Keyboard failure (キーボード障害） キーボードに障害が発生した力\またはケーブル 

がしっかりと接続されていません。ケーブルを 
抜き差ししても問題が解巧しない場合は、キーボ 
ードを交換します。 

No boot device available (起動デバイスがありません） ハードディスクドライブ上に起動可能なパーテ 

ィシヨンが存在しないか、ハードドライブケーブ 
ルがしっかりと接続されていないか、または起動 
可能なデバイスが存在しません。 


て、ソ起動*序の情報ボ正しご、ことを，確認 
します。 


ハードドライブが起動デバイスの場合 
は、ケーブルが接続をれていることと、 
ドライブが正しく取り付けられており、 
起動デバイスとしてパーテ イシヨン 分割 
されていることを確認しま十。 
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システムメッセージ 


説明 


No timer tick interrupt (タイマーチック割り込み信号があシステム基板上のチップが誤動作しているか、ま 
りません） たはマザーボードに障害が発生している可能性 

があります。 

USB over current error ( USB 過電流エラー） USB デバイスを取り外します。電力不足で USB 

が正常に機能していません。 USB デバイスを外 
部電源に接続するか、デバイスに USB ケーブル 
が2本ある場合は、両ホを接続します。 

CAUTION - Hard Drive SELF MONITORING SYSTEM has S . MAR.T エラー、ハードディスクドライブに障害 

reported that a parameter has exceeded its normal operating の可肯自'畦かめります。 

range . Dell recommends that you back up your data regularly . 

A parameter out of range mayor may not indicate a potential 
hard drive problem (注意-ハードドライブの自己監視シス 
テムに、パラメータが通常の動作範西を超えていること 
がレポートされています。デルではデータを定期的にバ 
ックアップすることをお勘めしています。パラメータが 
範囲外になる現象は、潜在的なハードドライブの問題を 
示す場合とそうでない場合があります） 
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仕様 

b メモ:提供される内容は®域によって異なります。次の仕様には、コンピューターの出荷に際し、をによ 
り提示が定められている項目のみを記載しています。お使いのコンピューターの設定については、スタ 


ートー ヘルプとサ ポート をクリックして、 
ンを選択してください。 

表10.システム情報 

お使いの コン ピ 

ューターに関する情報を表示するオプ シヨ 

システム情報 

モデル 

Vostro 470 


プロセッサ 

Intel Core i 3 

(第2世代） 


Intel Core i 5 

(第3世代） 


Intel Core 口 

(第3世代） 

L 2 キャッシュ 

256 KB 


L 3 キャッシュ 

最大目 MB 


システムチップセット 

Intel H 77 Express チップセット 

DMI 速度 

已 .0 GT / 秒 


プロセッサデータ幅 

64 ビット 


RAID サポート（内蔵 SATA ドライブのみ） 

RAIDO 、 RAID 1、 RAIDS、RAID 10 

表11.寸法 



寸法 

縦幅 



ベースなし 

360.00 mm 

(14.17 インチ） 

ベース付き 

362.90 mm 

(14.29 インチ） 

横幅 

175.00 mm 

(6.89 インチ） 

奥行き 

445.00 mm 

(17.52 インチ） 

重量 

9.66 ~ 11.22 kg (21.30-24.74 ポンド） 

表12.メモリ 



メモリ 


コネクタ 内部アクセス用 DDR 3 DIMM ソケット4個 

タイプ バッファなし、非 ECC 、 クアッドチャネル DDR 3 

速度 最大16日日 MHz 
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メモリ 

容量 

2 GB 、4 GB 、8 GB 、24 GB 、32 GB 


& メモ：コンピュータでサポートされる容量は、ご注 
文いただいた構成によって異なる攝合があります。 

サポートされている構成 

2 GB 、4 GB 、8 GB 、12 GB 、16 GB 

最小メモリ 

2 GB 

最大搭載メモリ 

32 GB 

表口.ビデオ 


ビデオ 

ビデホコントローラ 

- 

内蔵 

Intel HD Graphics 2500/4000 

外付け 

PCI Expressx 16、 シンダル幅、フルレングスダラフイッ 
クスカード1枚 

ビデホメモリ 


内蔵 

最大1024 MB 

外付け 

最大2 GB の外付けビデオメモリ 


& メモ:使用可能なビデホメモリは、コンピュータに 
搭載されているダラフイックスカードによって異 
なりまず。 

表 14. ポート 


ポート 

背面パネルポート 


ネットワークアダプタ 

RJ -45 ポート1個 

USB 

4ピン USB 2.0 対応ポート4個 


9ピン USB 3.0 対•応ポート2個 

ホーディホ 

オーディオ出力/へッドフォンポート5個 


オプティカル S / PDIF ポート1個 


オーディオ入力/マイクポート1個 

ビデホ 

VGA ポート1個 


HDMI ポート1個 

前面パネルポート 


USB 

9ピン USB 3.0 対応ポート2個 
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表 15. 通信 


通信 

ネットヮークアダプタ 

10/100/10邮 Mbps 内蔵ネットワークカード 

ワイヤレス 

Wi-Fi および Bluetooth ワイヤレステクノロジ 

表 16. ホーディオ 


ホーテイホ 

タイプ 

内蔵 7.1 チャネル、 S/PDIF 対応ハイデフイニッションホ 
ーディオ 

コントローラ 

ALC 3800 -CG 

表 17. ドライブ 


ドライブ 

外部アクセス用 

Blu-ray Disc コンボ（オプション）、 Blu-ray Disc Writer 

(オプション）、または DVD+/-RW 用の 5.25 インチド 
ライブベイ2個 

内部アクセス用 

SATA ハードドライブ用 3.5 インチドライブベイ2個 


mSATASSD ドライブ（オプション ） 1を 

ま18.化張バス 


化張バス 

PCI Express x 1 


コネクタ 

3個 

コネクタサイズ 

36ピン 

PCI Express x 16 


コネクタ 

1個 

コネクタサイズ 

164ピン 

PCI-E ミニカード 


コネクタ 

1個 

コネクタサイズ 

52ピン 

表 19. 電源 


電源 

入力電圧 

100 — 127 VAC / 200 — 240 VAC 

入力周波数 

50/60 Hz 

定格入力電流 

8.0 A /4.0 A 
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表 20. 環境 


環境_ 

温度： 

動作時 
保管時 
相対湿度： 

最大振動： 

動作時 
非動作時 
最大衝撃： 

動作時 
非動作時 
高度： 

動作時 
保管時 

空気中浮遊汚染物質レベル 


10〜 35 °C (50叩〜95す） 

-10 〜4日で （-14 叩〜113す） 

20〜如パーセント（結露しないこと） 

0.25 Grms 
2.20 Grms 

40 G (2 ms 、51 cm / s の速度変化） 

即 G (26 ms 、 目13 cm / s の速度変化） 

-15.20 〜 3048 m (-如〜10,000フィート） 

-15.20 〜10,668 m (-如〜35,00日フィート） 

G 2 またはそれ未満 （ ISA - S 71.04 -1985 の定義による） 
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デルへの お問い合わせ 


デルへの お問い合わせ 

E 心 メモ:お使いのコンピュータがインターネットに接続されていない場合は、購入時の納品書、出荷伝票、 
請求書、またはデルの製品カタロダで連絡先をご確認ください。 

デルでは、オンラインまたは電話によるサポートとサービスのオプションを複数提供しています。サポート 
やサービスの提供状況は国や製品ごとに異なり、国/地域によってはご利用いただけないサービスもござい 
ます。デルのセールス、テクニカルサポート、またはカスタマーサービスへは、次の手順でお問い合わせい 
ただけます。 

1. support . dell . com にアクセスします。 

2. サポートカテゴリを選択します。 

3. 米国在住が外のお客様は、 support . dell . com ページ下の国コードを選択してください。 All を選択するとす 
ベての選択肢が表示されます。 

4. 必要なサービスまたはサポートのリンクを選択します。 
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